
自転車学科試験５・６年生用問題解答 

問 

１ 

 自転車に乗る前の心がけについての記載であるが、間違いはどれか。  

３ 自転車に乗る前は、自転車の点検は行わなくてもよい。 

〇 自転車の交通安全ブック２ページ 「自転車に乗る前の心がけ」を参照 

「１に 自転車に乗る前には、必ず自転車の点検をしましょう。」となっている。 

問 

２ 

 普通自転車の車体の大きさや構造についての記載であるが、間違いはどれか。 

１ 二輪の自転車で、三輪の自転車を除く。 

〇 自転車の交通安全ブック８ページ 「③ 安全な自転車（普通自転車）の確認をする」を参照 

普通自転車の車体の大きさや構造は、次のように決められています。 

「① 二輪または三輪の自転車であること。」  

問 

３ 

 自転車のライト（前照灯）と尾灯（反射器材）についての記載であるが、間違いはどれか。 

２ ライトは、前方５メートル先の道路上の障害物がよく見える明るさが必要である。 

〇 自転車の交通安全ブック１４ページ  「ク ライト(前照灯)及び尾灯(反射機材)」を参照 

   「ライトは、前方１０メートルの道路上の障害物よく見える明るさが必要です。」 

問 

４ 

 普通自転車の各部のしくみと働き等についての記載であるが、間違いはどれか。 

１ 自転車の正しい乗車姿勢をとるためには、ハンドルのにぎり部分がサドルよりも５～１０センチメートルほど低くなるようにする。 

〇 自転車の交通安全ブック１２ページ  「② 自転車の各部のしくみと働き ア ハンドル 」を参照 

  「正しい乗車姿勢をとるためには、ハンドルのにぎり部分がサドルより５～１０センチメートルほど高くなるようにする。」 

問 

５ 

自転車の点検に関する記載であるが、正しいものはどれか。 

２ 自転車の点検には、日常点検、定期点検の２種類がある。 

 ※  チェーンは、ペダルの回転を後輪に伝えるものであるので、チェーンはゆるすぎても、きつすぎてもいけない。 

※ ハンドルの位置
い ち

は、ハンドルのにぎり部分がサドルよりも 5～10 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙほど高くなるようにして、前の車輪と直角に固定されているかも点

検する。 

自転車の交通安全ブック 12 ページ、16 ページ参照 

問 

６ 

交通のきまりについての記載であるが、間違いはどれか。 

２ 警察官や交通巡視員の手信号が灯火による信号と違っている場合は、灯火の信号に従わなければならない。 

〇 自転車の交通安全ブック２２ページ 「３ 警察官などの指示に従うこと」を参照 

  「警察官や交通巡視員の手信号が、信号機の信号と違っていても、警察官や交通巡視員の信号に従わなければならない。」 

問 

７ 

普通自転車の乗車についての記載であるが、正しいものはどれか。 

３ 自転車に乗るときは、自動車の運転者や歩行者などから見やすいような明るい目立つ色の服装を着用する。 

※ 大人が幼児用の座席に幼児１人を乗せる場合や、幼児２人を幼児同乗用自転車の幼児用座席に乗せる場合には認められている。 

※ 雨の日に自転車に乗るときは、傘さしや、傘を自転車に固定して運転するのは危険なので、雨合羽を着るようにする。（自転車の交通安全ブッ

ク 23、24 ページ参照） 

問 

８ 

普通自転車の安全な走行についての記載であるが、間違いはどれか。 

２ 自転車は、道路の中央から左の部分に設けられた路側帯を通行することができる。しかし歩行者の通行に大きな妨げとなるところでは徐行し

て通行しなければならない。 

〇 自転車の交通安全ブック２７ページ～ 「５ 安全な走行 ア 自転車の通るところ (ｱ) 車道通行の原則 」を参照 

  自転車は、道路の中央から左の部分に設けられた路側帯をすることが通行できるが、歩行者の通行に大きな妨げとなるところや、白の 2 本線

のあるところは通れません。」 

問 

９ 

普通自転車が歩道を通行するときの記載であるが、正しいものはどれか。 

１ 普通自転車は、歩道の車道寄りの部分（歩道に白線と自転車の標示がある場合には、それによって指定された部分）を徐行しなければならな

い。 

※ 徐行とは、ただちに停止できる速度で進行することをいうが、ふらつかない程度の速度で、大人の速足程度の速度である。 

※ 自転車で歩道を通行中、歩行者の通行を妨げるおそれがある場合は、一時停止しなければならない。（自転車の交通安全ブック 29 ページ） 

問 

10 

普通自転車が歩道を通行できる場合の記載であるが、間違いはどれか。 

３ 普通自転車の運転者が、１５歳未満の子供、７０歳以上のお年寄り、からだの不自由な人であるとき。 

〇 自転車の交通安全ブック２８ページ 「５ 安全な走行 ア 自転車の通るところ (ｲ) 歩道を通行できる場合」を参照 

  「普通自転車の運転者が、１３歳未満の子供、７０歳以上のお年寄り、からだの不自由なひとであるとき。」 

問 

11 

普通自転車による横断方法についての記載であるが、間違いはどれか。 

２ 道路を横断しようとするとき、横断歩道がある場合は、必ず自転車から降りて横断歩道を通行する。 

〇 自転車の交通安全ブック３０ページ 「５ 安全な走行 イ 横断のし方 (ｲ) 自転車横断帯がなく、横断歩道があるとき」を参照 

  「道路を横断しようとするとき、近くに自転車横断帯がなく、横断歩道がある場合は、自転車に乗って横断歩道をわたることができる。」 



問 

12 

普通自転車に乗車中における交差点の右左折方法についての記載であるが、間違いはどれか。 

３ 交通整理の行われていない交差点の右折の方法は、後方の安全を確かめ、早めに右折の合図を行い、できるだけ道路の中央により交差点の中

央付近を安全確認し進行する。 

〇 自転車の交通安全ブック３２ページ 「５ 安全な走行 ウ 交差点の通り方 (ｳ) 右折のし方（環状交差点を除く。）」を参照 

  交通整理の行われていない交差点では、後方の安全を確かめ、早目に右折の合図を行い、できるだけ道路の左端に寄って交差点の向こう側ま

で進み、さらに安全を確かめ十分速度を落として曲がらなければならない。 

問 

13 

普通自転車で交差点の右左折方法についての記載であるが、間違いはどれか。 

３ 大型車の左側は、運転者から見えにくいため、併進や、大型車の横に停止することは危険であるので、できるだけ大型車の前方に出て、自転

車が走行中であることの存在を示す。 

〇 自転車の交通安全ブック３３ページ 「５ 安全な走行 ウ 交差点の通り方 (ｶ) 交差点での注意」を参照 

  大型車の左側は、運転者から見えにくいため、併進や、大型車の横に停止することは危険であるので、交差点の相当手前で一時停止し、大型

車を先に左折させてから発進する。 

問 

14 

交差点の通行方法についての記載であるが、間違いはどれか。 

２ 交通整理が行われていない交差点に入るときは、「一時停止」の標識があるところでは、必ず一時停止または徐行して安全を確認してから進行

する。 

〇 自転車の交通安全ブック３１ページ 「５ 安全な走行 ウ 交差点の通り方 (ｱ) 交差点に入るとき」を参照 

  信号機などによる交通整理の行われていない交差点に入るとき、「一時停止」の標識があるところでは、必ず一時停止をして安全を確かめるこ

と。徐行ではなく、必ず一時停止をする。 

問

15 

普通自転車の走行上の注意点についての記載であるが、間違いはどれか。 

３ 乗客の乗降のため停車中のバスに近付いたときは、道路の右側に出て、徐行しながらバスの前方に出るようにする。 

〇 自転車の交通安全ブック３５ページ 「５ 安全な走行 エ 走行上の注意」を参照 

  乗客の乗降のため停車中のバスなどに近づいたときは、道路の左側端に停止して、待つようにする。 

問

16 

 自転車に乗車中、歩行者に注意すべき事項の記載であるが、間違いはどれか。 

２ 歩道を通るときは、すぐ停止できるような速度で徐行しなければならない。また、歩行者の通行を妨げそうになるときも、徐行しなければな

らない。 

〇 自転車の交通安全ブック３５ページ 「５ 安全な走行 オ 歩行者に対する注意」を参照 

歩道を通るときは、すぐ停止できるような速度で徐行しなければならない。また、歩行者の通行を妨げそうになるときは、一時停止しなけれ

ばならない。 

問

17 

信号の意味についての記載であるが、正しいものはどれか。 

２ 交差点ですでに左折している自転車は、左折方向の信号が赤色の灯火のときでも進むことができる。 

〇 自転車の交通安全ブック４５ページ 「別表１ 自転車に関係する信号の種類と意味」を参照 

問 

18 

自転車の正しい乗り方などについての記載であるが、間違いはどれか。 

１ 大人の人２人が、二人乗りをして走行した。 

〇 自転車の交通安全ブック２３ページ 「４ 自転車の正しい乗り方 ア 自転車に乗ってはいけない場合」を参照 

問

19 

 自転車を駐車するところについての記載であるが、間違いはどれか。 

３ 自転車駐車場が近くにあっても、短い時間であれば、自転車を歩道上に止めてもよい。 

〇 自転車の交通安全ブック３７ページ 「５ 安全な走行 カ 自転車を駐車するところ」を参照 

  「近くに自転車駐車場があるときは、必ずそこに駐車する。」 

問

20 

交通事故にあわないため、自動車について知っておくべきことの記載であるが、間違いはどれか。 

３ 踏切を渡る時は、踏切の手前で徐行して、左右の安全を確かめ、安全な速度で通行する。 

〇 自転車の交通安全ブック３８ページ 「５ 安全な走行 キ 踏切のわたり方」を参照 

  踏切では、必ず手前で停止の合図をして一時停止し、自転車から降りて左右の安全を確かめ、自転車を押してわたる。 

 

 

 

 

 



 

〇 自転車の交通安全ブック ４５ページ 別表１・別表３参照 

問

１ 

 １ 破線があるところでは、自転車は自由に右側の通行帯も通行することができる。 

２ 観光バスは例外的にこの通行帯を走行することができる。 

３ 自転車専用通行帯が設けられている車道を通行する時は、自転車はその車両通行帯を通行しなければならない。 

問 

２ 

 
１ 自転車はいつでも停止できるような速度で進行しなければならない。 

２ 普通自転車以外は直進できない。 

３ 普通自転車は交差点へ進入することができないので、左側の歩道などに乗り入れ、進行しなければならない。 

問 

３ 

 

１ 自転車誘導道路である。 

２ 危険な場所・工事現場等が近くにある。 

３ 安全地帯がある。 

問

４ 

 
１ 自転車は２段階の右折方法であれば右折できる。 

２ 自転車は車両の仲間なので、右折の合図をしながら右折できる。 

３ 自動車は右折できるが、自転車は右折も転回もできない。 

問

５ 

 
１ 普通自転車は、自転車から降りて押して歩道を通行する。 

２ 普通自転車は、歩道の通行を禁止している。 

３ 普通自転車が歩道を通行することができることと、その場合に通行しなければならない部分を示している。 

問

６ 

 
１ 自転車の横断が禁止されている。 

２ 自転車の通行が禁止されている。 

３ 自転車の駐輪が禁止されている。 

問

７ 

 
１ 自転車の右折方法を標示している。 

２ 自動車は右折を禁止されているが、自転車は右折できる。 

３ 自転車も自動車も横断してはならない。 

問

８ 

 

 

１ この先は直進しなければならない。 

２ 今、通行している道路は、優先道路です。 

３ この車線は、直進車線です。 

問

９ 

 
１ 近くに踏切があることを標示している。 

２ この先に信号機があることを標示している。 

３ 踏切前に信号があることを標示している。 

問

10 

 
１ 自転車及びバイク専用の道路標識で、歩行者は通行できない。 

２ 自転車専用道路では、歩行者も通行できる。   

３ 自転車専用道路では、普通自転車のみが通行できる。 



問 

11 

 
１ 自転車は矢印の示す方向以外の方向へは進行できない。 

２ 自転車も歩行者も矢印の方向に進行できる。 

３ 自転車駐車場所の案内標識である。 

問 

12 

 
１ この先に電車の展示公園がある。 

２ この先に電車の踏切があるので注意する。 

３ この先に電車の駅があるので注意する。 

問 

13 

 
１ この場所（区間）携帯電話を使用しての運転が禁止されている。 

２ この場所（区間）は、落雷が多いので、注意する。 

３ この場所（区間）では、警笛をならし、注意喚起しなければならない。 

問 

14 

 
１ 近くに横断歩道がある。 

２ 歩行者は道路を横断することを禁止している。 

３ 自転車も横断禁止である。 

問

15 

 １ 車両は入ってはいけない。 

２ 車両も人も入ってはいけない。 

３ 車両は一時停止しなければならない。 

問 

16 

  
１ 自動車だけでなく、自転車も一時停止しなければならない。 

２ 自動車だけは一時停止しなければならない。 

３ 自転車は十分に安全を確認し、徐行して進行しなければならない。 

問 

17 

 
１ 自動車は通れないが、自転車は通れる。 

２ 自転車も自動車も通れない。 

３ 自転車は通れないが、人は通れる。 

問 

18 

  
１ この場所は、駐車も停車もできないが、自転車は除かれる。 

２ この場所は、駐車禁止場所である。 

３ この場所は、駐停車禁止場所なので自転車も駐輪できない。 

問

19 

 
１ この場所は駐車禁止場所である。 

２ 標識に記載されている８－２０の意味は、駐車可能時間である。 

３ 標識に記載されている８－２０の意味は、自転車の駐車可能時間を標示している。 

問

20 

  
１ 普通自転車が、他の普通自転車２台以上と並んで通行できる。 

２ 普通自転車が、他の普通自転車と並んで通行できる。 

３ 普通自転車の専用道路である。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

問１ 
信号は、前方の信号に従わなければならない。横の信号が赤の場合は、まちがいなく前方の信号は青である。 

※ 全方向が赤になる信号や時差式信号もあり、前方の信号が青であるとは限らない。（自転車の交通安全ブック 22 ページ） 
【×】 

問２ 
徐行とは、ただちに停止できる速度で進行することをいうが、ふらつかない程度の最もおそい速度で、大人の早足程度の速度が目安

である。 
【〇】 

問３ 自転車は、道路交通法で自動車やバイクなどと同じ、車両の一種とされている。 【〇】 

問４ 
危険を避けるために最も大切なのはブレーキなのでブレーキのない自転車には乗れない。自転車に乗るときは、前輪、後輪のブレー

キを別々にかけて自転車を押してみて、必ずブレーキのきき具合を確かめてから乗ることが必要である。 
【〇】 

問５ 

前照灯(ライト)は、他の人に自転車が走っていることを知らせるためにあり、反射器材は、尾灯と同じく、夜間５０メートル後方から

自動車のライトで照らしたとき、よく見えなければならない。 

※ ５０メートルではなく１００メートル（自転車の交通安全ブック 14 ページ） 

【×】 

問６ 

乗客の乗降のため停車中のバスなどに近づいたときは、いつもよりしっかりと後方の安全を確認し、急いで右側を通過しなければな

らない。 

※ 急いで右側を通過するのではなく、道路の左側端に停止して待つこと。（自転車の交通安全ブック 35 ページ） 

【×】 

問７ 
自分の体に合った自転車とは、サドルにまたがってハンドルを持ち、周りがよく見えるよう上体が少し前に傾き、両足先が地面につ

くものがよい。 
【〇】 

問８ 
自転車は、丈夫に作られているので、手入れをしなくても特に故障につながることはない。 

※ 自転車に安全に乗るためには、常に点検と手入れをして自転車各部の機能を完全にしておく。(自転車の交通安全ﾌﾞｯｸ 16 ページ) 
【×】 

問９ 
自転車は、道路の左側部分に設けられた路側帯を通ることができる。しかし、歩行者の通行に大きな妨げとなるところや、白の二本

線の標示があるところは通れない。 
【〇】 

問１０ 
乗用車の運転席からは、前後左右に見えない部分があり、これを死角という。また、トラックでは後ろがまったく見えないなど、自

転車に乗るときには死角を考えた運転をしなければならない。 
【〇】 

問１１ 

警音器(ベル、ブザー)は、ハンドルをもった手をあまり動かさないで鳴らすことができる位置に取り付け、歩行者などに注意をしても

らうためにこまめに鳴らすようにすることが大切である。 

※ 警音器は「警笛区間」の標識がある区間内の見通しのきかない交差点などを通行するときや、危険を防止するためやむを得ない

ときのみ使用し、歩道などでみだりに鳴らさない。（自転車交通安全ブック 35 ページ） 

【×】 

問１２ 定期点検は、自転車各部の機能を日常点検よりもくわしく調べるもので、１年に１回は自転車安全整備店で受けた方がよい。 【〇】 

問１３ 
ＴＳマーク、ＪＡＳマーク、ＢＡＡマーク、ＳＧマークは、自転車の安全性を示している。 

※ ＪＡＳマークではなく、ＪＩＳマークである。（自転車交通安全ブック 16 ページ） 
【×】 

問１４ 

停止するときは、早めに合図を行い、前後のブレーキをかけ速度を落としてから道路の左端に沿って右足を地面につけ停止し、右側

におりる。 

※ 停止するときは後方の安全を確認し早めに合図を行い、静かに後輪のブレーキをかけて十分に速度を落としながら、道路の左端

に沿って左足を地面につけ停止し、左側に降りる。（自転車交通安全ブック 27 ページ） 

【×】 

問１５ 

踏切では必ず手前で一時停止を行い、左右の安全を確かめなければならない。この際、すれ違いに別の電車が来ることはないので注

意する必要ない。 

※ 電車が通り過ぎても、すれ違いに別の電車が来ることがあるので注意する。（自転車交通安全ブック 38 ページ） 

【×】  

問１６ 
定期点検とは、自転車各部の機能を日常点検よりもくわしく調べるもので、日常点検ではわからない部分、たとえば、部品の摩耗な

どがある場合、それを知らずに乗っていると事故のもとになるから行うものである。 
【〇】 

問１７ 
「並進可」の標識がある所では、普通自転車なら３台まで並んで走ることができる。 

※ ３台ではなく２台まで並んで走ることができる。（自転車交通安全ブック 34 ページ） 
【×】 

問１８ 
踏切では、必ず手前で停止の合図をして一時停止し、自転車から降りて左右の安全を確かめてから自転車を押してわたらなければな

らない。 
【〇】 

問１９ 
自転車で横断歩道を通行する場合は、歩行者がいない場合は自転車に乗って横断することが出来るが、歩行者がいるなど、歩行者の

通行の妨げとなる場合は、自転車から降り、自転車を押して横断歩道を渡らなければならない。 
【〇】 

問２０ 自転車を運転中、事故を起こしてしまった場合は、１１０番や１１９番通報を行うなど、報告義務や救護義務がある。 【〇】 


